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「変化する薬物事情」        

特定非営利活動法人 栃木DARC 
代表理事　栗坪千明 

　年の瀬を迎え、カレンダーも最後の
１枚となりました。皆様におかれまし
てはいかがおすごしでしょうか。 
コロナも今のところ落ち着いてお
り、栃木では新規感染者０の日も珍し
くなくなってきました。街も人通りが
増え、活気を取り戻しているように見
えます。しかし海外では流行してお
り、テレビを見ていても日本だけおさ
まっている要因はわかっていないの
で、まだまだ予断を許さないのが現実
です。 
さて、さらにテレビでの情報ですが
（出かけないのでこの情報源が多くな
ります）、トルコから海路で都内の港
に覚醒剤を練りこんだ２４トンもの木
炭を密輸しようとしてブラジル人の男
４人とベトナム人の輸出会社社長が逮
捕されたという事件がありました。衝
撃を受けたのは木炭に練り込むという
今までにない密輸方法と南米人という
点です。南米というとコカインを想像
する人が多いと思いますが、覚醒剤も
扱うようになったのかということと木
炭という奇抜な発想です。２４トンと
いう量は過去最多になるとみられてい

るようですが、どのぐらいの含有量に
なるのでしょうか。世界的に覚醒剤、
それも元々は日本が開発した通称アイ
スと呼ばれているものが流行している
は知っていましたが、このような形で
表面化するということなんですね。こ
のコロナで出かけられずホームステイ
の人たちを狙って大量に密輸したのだ
と思いますが、北米や南米産の覚醒剤
は粗悪で危険ドラッグ並みの副作用が
あると聞きます。依存症どころか死の
恐怖も含まれています。日本警察の水
際対策はかなり優秀だと言います。こ
れが氷山の一角ではないと祈るばかり
です。 
コロナがおさまってみたらアルコー
ルも薬物も依存症者がドカンと増えた
なんてことがないよう、一次予防、二
次予防はこの時期だからこそ大事で
す。 
今回はシリアスな話になってしまい
ました。 
忙しい年末ですが、お体に気をつけ
てお過ごしください。来年も素晴らし
い年でありますように。 
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　　　今月活動予定
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12月 
1日　再乱用防止教育事業県北 

2日　栃木県立鹿沼東高等学校講演 

3日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

6日　栃木県立特別支援学校宇都宮青葉高等学園　アディクションフォーラム実行委員会 

9日　宇都宮保護観察所プログラム　県北家族の集い 

10日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

11日　家族会　家族会　再乱用防止教育事業県央 

13日　東京保護観察所プログラム 

14日　宇都宮保護観察所プログラム 

15日　岡本台病院連絡会 

16日　再乱用防止教育事業県庁 

17日　アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会　 

　　　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

21日　再乱用防止教育事業県南 

23日　宇都宮保護観察所プログラム　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

24日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

28日　男性施設餅つき 

29日　女性施設餅つき 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受け
た形が多く、一般社会に向
けての特定非営利事業と施
設事業を行なっています。 
特定非営利事業は、一次予
防としての乱用防止、二次
予防の再乱用防止を多く含
み、施設事業は、三次予防
以降となる依存症からの回
復のための場所とプログラ
ムの提供を行なっていま
す。依存症本人が誰かに薬
物を勧めることで薬物問題
が広がるリスクを考える
と、これも乱用防止の一環
であると言えるでしょう。

「今年を振り返って」 
     

 　2sc施設長 秋葉紀男  

2

　朝夕の冷え込みが段々と厳しくなり
朝布団から出るのが少し億劫に感じら
れる今日この頃ですが、皆様におかれ
ましてはいかがおすごしでしょうか。 
 さて気がつけば今年も後わずかです
ね。いつもこの時期に感じることは時
が経つのが早いなと思うことです。そ
れは何でかなと考えるといつも行き着
く答えは歳のせいだと結論に至るわけ
で、特に50歳を過ぎたぐらいから今ま
での数倍時間が経つのが早くなった気
がします。 
　さて今年を振り返りたいと思います
が去年同様コロナが猛威をふるった年
でした。この原稿を書いている時点で
は収まってはいますがオミクロン株と
いう変異種が見つかりまた流行り出し
そうな雰囲気を醸し出しいます。 
　今年は去年延期になった東京オリン
ピックがなんだかんだで開催されたり
緊急事態宣言の発令やワクチン接種そ
して衆議院選挙など色々なイベントが
テレビやネットを賑わしていました。 
　 自分自身はどうかと言うと今年は
大変な年になりました。特に年前半は
人が亡くなる不幸が続き自身の近い存
在のひとや家族の不幸があり悲しむ暇
もないくらい短期間に色々な出来事が
起こりました。そんな中での落ち着か
ない世の中の情勢で今年は大変な年
だったと思います。 
　施設のプログラムもコロナにの感染
状況にあわせて特に緊急事態宣言発令

中に関しては変える必要があり大変で
した。　緊急事態宣言発令中はスポー
ツで使用している体育館が使えない事
や自助グループで使用している会場が
使えない等の制限があり大変でしたが
スポーツに関しては外の公園などを利
用したり雨の場合は施設の中の手の届
かないところの掃除や修繕などを行い
ました。あとは栃木県内のやっている
温泉施設を探して入りに行ったりと閉
塞感が出ないように工夫をして何とか
施設のみんなで乗り越えられました。
そしてこれからも色んな事が起きると
思いますが仲間と協力し合いながら乗
り越えたいと思います。 
　今年は色々な出来事があり精神的に
も少し落ち込む時がありましたが、私
の周りにいる人たちの支えで助けられ
たし、施設に行けば仲間がいて助けら
れる事がありとても感謝しています。 
　世の中的にも大変な状況になってい
ますが来年は良い年にしたいですね。 
　また皆様におかれましては来年は良
い年を迎えられるよう心からお祈り申
し上げます。 
　ありがとうございました。
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   施設に入寮して２回目のクリスマスを迎
えようとしています。この時季に女性と一
緒でない事は、気持ちが本当に落ち込みま
すよね。気温も下がって来て体調管理が大
変だと思いますが、皆様におかれましては
いかがお過ごしでしょうか。 
　さて、施設に入寮して１年9カ月が経ち
ましたが、まだ野木2nd stage centerで
ゆったりと生活しています。入寮当初は早
く卒業して社会復帰しようと思っていまし
たが、刑務所のように満期が有る訳でも無
い、人によって卒業までの期間がバラバ
ラ、平均3年だとか聞いてやる気が無く
なってしまいました。卒業したら薬を止め
られるなんて保証が有る訳でも無いし、修
了証書が何かの役に立つ訳でも無い、だっ
たら早めに見切りを付けるべきではないだ
ろうか、でもコロナ禍の中施設を出ても仕
事は見つかるだろうか、家族や友人に迷惑
を掛けてしまうんじゃないか、今は施設に
守られながらコロナが落ち着くまで様子を
伺うべきではないだろうかと色々悩みまし
たが退寮に向けて考えるようになり、1年
のバースデイミーティングを区切りに退寮
しようと決めました。しかし、コロナの影
響でバースデイミーティングを行う事が出
来ずに半年が経ってしまい、しびれを切ら
せて区切りを変えることにしました。2回
目のコロナワクチン接種が終わったら退寮
したいと施設長に相談した所、気持ちが前
向きになる言葉を幾つか頂き、何より家族
は卒業を望んでいるよ、まだ２回目のワク
チン接種まで時間があるからゆっくり考え
てみなよ、と言ってくれました。その時初
めて俺の事ちゃんと考えてくれてるんだな
～って感じました。施設の事しか考えてい
ない人だと思っていたから本当意外でし
た…。それから色々考えたんですが、最後
までやり切ってみよう、まだプログラムを

全てやった訳でもねーのに俺は何を言って
んだと思うようになり、なんか心の中のモ
ヤモヤしていた物が無くなり吹っ切れた感
じがしました。 
　今思えばバースデイミーティングが半年
以上も伸びてしまった事が俺にとって良
かったんだと思います。その間のプログラ
ムをやったからこそ今冷静な判断が出来た
んだと思います。こんな事は余り言いたく
ないんですが、これがハイヤーパワーなの
かもしれませんね。 
　２回目のコロナワクチン接種も無事に終
わり、先日待ちに待った１年のバースデイ
ミーティングを行う事が出来ました。寒い
中会場に足を運んでくれた仲間、会場には
来られなかったけど祝福メッセージをくれ
た仲間、本当にありがとうございました。
沢山のプレゼント迄頂き感激しました。緊
張しちゃって自分で何しゃべったか思い出
せません。変な事言ってなければ良いので
すが…。バースデイミーティングの準備、
進行してくれた野木の仲間にも本当に感謝
しています。ありがとうございました。 
　今年中に宇都宮3rd stage centerへ施設
移動する事も決まりました。今覚せい剤が
止まっているのは施設にいるから、仲間達
がいるから、施設にいなければとっくに覚
せい剤使ってますよ。今のクリーンは自分
ひとりの力では無いと言う事、社会復帰し
てからが本当の勝負なんだと肝に銘じて努
力していければと思います。神様！来年の
クリスマスも施設で迎えるなんて事が有り
ませんように…。最後までお付き合いくだ
さりありがとうございました。 

2nd StageCenter 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 「ラストクリスマス」 
   依存症のトモ
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

始めまして、薬物依存症のハラです。
栃木ダルクに入寮して早一ヶ月が経ちま
した。 
　今回、私はある施設から仮釈放を戴き
栃木ダルクに繋がり入寮することに成り
ました。まだ一ヶ月しか経過していない
自分がニュースレターを書くことに成っ
てしまいました。自分の中ではダルクで
の生活が一ヶ月しか経ってないので
ニュースレターを書くのは早過ぎるので
はないのかな!!と思いながら原稿に向
かって居ます。やっと仲間一人、ひとり
の名前も覚えて来たところです。ダルク
内での役割分担やワーク等、覚えきれて
いない自分です。入寮して一ヶ月、あっ
という間の一ヶ月でした。朝、起きて午
前中ダルクプログラムに沿ったダルク
ミーティング、午後は那珂川での作業や
オキュペやスポーツ（ソフトボール）に
NAミーティング（横川、白河、黒田
原、黒磯、郡山）に参加して多くの仲間
と出会い、知り合い自分に共感出来る
話、回復に役立つ話を沢山聞く事が出来
ました。ダルクやNAを通じて多くを学
び勉強した一ヶ月だったと思います。栃
木ダルクに入寮した目的は薬物依存を克
服して回復する事です。今迄、依存症は
病気だとは思っていませんでした。でも
同じ過ちを繰り返し続け、自分は依存症
と言う病気だと云うことに気付き、治療
をして治す覚悟で栃木ダルクに入寮しま
した。栃木ダルクの生活の中で、毎日の
ダルクミーティングにNAの参加で少し
ずつですが、自分自身の中で薬物に対す
る感情が薄れてきた様に感じられます。
この感情の変化もダルクに繋がって芽生
えた成果だと思って居ます。今迄の自分

自身を顧みて反省してみると、社会、職
場の同僚との人間関係や仕事によるスト
レス等、自分自身の想いが通らなかった
り、怒りだったり、憤りだったりで薬に
逃げて、自分だけの世界に入り薬に溺れ
ての繰り返えしだった様に思います。薬
を始めた頃は、自分自身で薬をコント
ロールして使用していたと思うんです
が、気が付いてみたら、逆に薬にコント
ロールされている自分に気付きました。
朝起きると頭の中はクスリのことで一杯
です。今日はどの様にしてクスリを手に
入れるか！何処で金を作ろうか！朝から
晩までクスリのことが頭から離れません
でした。こんなアディクションの真っ只
中の生活だった様に思い反省させられま
す。もう二度と拘禁生活はしたくありま
せん。この辺で気持ちを変え、考え方を
変え、今迄の自分を捨てて、新しい自分
を作り上げたいと心の底から想う様に成
りました。変わるのなら“今でしょう”今
しかないと心に決め、回復の道を歩んで
行きたいと決心を致しました。まだま
だ、回復途上の自分ですが、最後まで諦
めることなく回復と云う、目標に向かっ
て日々、頑張って歩んで行きたいと思っ
て居ります。 
　一日でも早く、回復した自分の姿を家
族に観てもらいたいし、以前の自分とは
違う自分を、観て欲しいと思っておりま
す。これから、那須での寒い季節を迎え
様として居ます。健康に留意してコロ
ナ、風邪等に負けず元気で頑張ろうと
思って居ます。 
　拙い文章に、お付き合いくださり有難
うございました。 
。 

　　　「ダルクに繋がって一ヶ月」 
                                             依存症のハラ 
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施設報告 
1st(導入）16名　2sc(回復）10名　3sc(社会復帰）14
名　CF(農業）10名　PP(女性）17名計67名で活動して
おります。 
各々の施設でステージ毎のプログラムを実施しております。 

11月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問題
の分析をし、自分の問題の本
質を探り、アディクションに
繋がる部分を取り除き、自ら
の問題を手放し、社会の有用
な一員となる準備をしてもら
います。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

11月の献金・献品
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1st　 
・該当者なし 
2sc 

・ノブ　ドウ　Stage１～Stage２へ 

・トキ　リーダー～チーフへ 

3rd　 

・ソウ　Stage２～Stage３へ 

・ヒコ　メンバー～リーダーへ 
CF　 
・ツネ　Stage２～Stage３へ 
・マーナ　メンバー～サポートへ 
PP 
・アミ　 Stage1～ Stage2へ

（献金）匿名者4名　 
（献品）匿名者7名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています 

献品のお願い 
・修了予定者がこれから数名いるので、日用品、家電一式、原付バイ　 
　ク、自転車、その他自立して使用できるものがあればよろしくお願 
　いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いし 
　ます。 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設で
す。ファースト・セカン
ド・サードの全過程を同
じ場所で過ごしながら、
それぞれの回復を進めて
いきます。女性依存症者
の多くは、それまで生き
てきた背景に様々な問題
を抱えています。生きる
ための道具だったアディ
クションを手放していく
とき、経験を共有し合え
る仲間が小さな安心感を
積み重ねてくれます。そ
の安心感が私たちを自己
否定ではなく自己受容と
いう形に変えてくれるの
です。安全を感じながら
回復を進めていくことが
できる場所とプログラム
を提供すると共に、自分
を大切にする生き方を身
につけてくれるように願
いながらサポートを続け
ていきます。 

「2021 0601 再入寮　あんにょん！」 

                                                                                  依存症のアキ

 ３回目のニュースレターになります。文章
力がなくお恥ずかしいですが・・ミアネ！ 
私は２回目のニュースレターを書いて間も無
くして施設を退寮しました。ニュースレター
には散々仲間に感謝していると書いて、２
年７ヶ月もいて、私は絶対に出ていかない
と言っていて、「もうここにいる意味はない
ので出て行きます！」って。そして９ヶ月、
今年の６月１日に帰ってきました、再入
寮！って感じで・・ 
　施設に帰ってきた理由は色々あります
が、友達とのLINEのやり取りの中で居場
所って大事だよねーに号泣してすぐに施設の
事だと感じました。外の生活が嫌とかじゃ
なかったけど多分私の居場所はなかったと
思う。外にいた９ヶ月間はわりと充実して
いたけど！友達とリモートしたり近所のコ
ンビニでバイトしたり、休みの日はぶらぶ
ら買い物したり、韓ドラにハマりずっと
Netflix見たり、ブルダックにハマったり、
ARMYとして韓国アイドルにハマったり、
とにかく施設じゃ出来ない事をして過ごして
いた。でも、そういう事がしたくて施設を
出たはずじゃなかったなとかこういう形で
の自立とか社会復帰がしたかった訳じゃな
かったなとか、考え始めたら自分の回復は
中途半端で自立もできていないなと思い、
回復の過程で自立と卒業が目標でいた事や
栃木に骨埋める事を思い出し再び施設へ！
久しぶりに会えた友達にはまた会えなく
なって寂しいけど、元気にしているかな？っ
ていつも考えます。 
　9ヶ月ぶりに帰ってきた施設での仲間との
再会は不安と緊張でした。昔から知ってい
る仲間、初めて会う仲間。体が震えまし
た！でも温かく迎え入れてくれました。そ
こから5ヶ月たった今！ 

施設に戻りまた回復できる事に幸せ感じま
す。また仲間と過ごし分かち合い、幸せ感じ
ます。 
　アディクトと一緒にいれて幸せ感じます！ 
依存症を受け入れてもうすぐ4年経ちます。
たった4年かもしれないけどこの4年で私は
少し生きやすくなりました。苦しみながら
止まらない薬を使い、周りも自分も傷つけ
てどうにもならなかった。でも今は人との
関係を大切にしたいと思うし傷つける関係
や支配するような関係ではなくフェアで健
康的な関係を築いていけるように心がけて
います。やっと少しずつ薬を使わず必要とし
ない生き方に慣れつつあり「楽しく」を
モットーに生き直しを仲間と共に生きてい
ます！ 
　前回のニュースレターで私は（こうあるべ
きだ。と、こんとろーる。）について書い
たけど今も苛まれています。でもきっと前の
入寮時よりは少し楽になったかな？多分。 
今またリーダーの役割に戻って自分の問題と
向き合いながら病気をだしながらプログラ
ムを受けています。今度こそチーフになれる
よう頑張りたいが道のりは険しい。パワー
ゲームしている場合じゃないね。ははは 
再入寮したからには今度こそ卒業目指した
いし、この栃木県で自立したい！何年かか
るか解らないけどやりたい事にも挑戦した
い！だんだん話がまとまらなくなってき
た！ 
　伝えたい事は今クリーンで生きられて幸
せだし、またDARCに繋がり回復に繋がり
仲間に繋がれた事感謝しています。今日１日
クリーンをありがとう！ 
私の話は以上です！読んでくれてありがとう
ございました・ボラヘ！ 
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1st StageCenter 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

始めまして、薬物依存症のハラです。
栃木ダルクに入寮して早一ヶ月が経ちま
した。 
　今回、私はある施設から仮釈放を戴き
栃木ダルクに繋がり入寮することに成り
ました。まだ一ヶ月しか経過していない
自分がニュースレターを書くことに成っ
てしまいました。自分の中ではダルクで
の生活が一ヶ月しか経ってないので
ニュースレターを書くのは早過ぎるので
はないのかな!!と思いながら原稿に向
かって居ます。やっと仲間一人、ひとり
の名前も覚えて来たところです。ダルク
内での役割分担やワーク等、覚えきれて
いない自分です。入寮して一ヶ月、あっ
という間の一ヶ月でした。朝、起きて午
前中ダルクプログラムに沿ったダルク
ミーティング、午後は那珂川での作業や
オキュペやスポーツ（ソフトボール）に
NAミーティング（横川、白河、黒田
原、黒磯、郡山）に参加して多くの仲間
と出会い、知り合い自分に共感出来る
話、回復に役立つ話を沢山聞く事が出来
ました。ダルクやNAを通じて多くを学
び勉強した一ヶ月だったと思います。栃
木ダルクに入寮した目的は薬物依存を克
服して回復する事です。今迄、依存症は
病気だとは思っていませんでした。でも
同じ過ちを繰り返し続け、自分は依存症
と言う病気だと云うことに気付き、治療
をして治す覚悟で栃木ダルクに入寮しま
した。栃木ダルクの生活の中で、毎日の
ダルクミーティングにNAの参加で少し
ずつですが、自分自身の中で薬物に対す
る感情が薄れてきた様に感じられます。
この感情の変化もダルクに繋がって芽生
えた成果だと思って居ます。今迄の自分

自身を顧みて反省してみると、社会、職
場の同僚との人間関係や仕事によるスト
レス等、自分自身の想いが通らなかった
り、怒りだったり、憤りだったりで薬に
逃げて、自分だけの世界に入り薬に溺れ
ての繰り返えしだった様に思います。薬
を始めた頃は、自分自身で薬をコント
ロールして使用していたと思うんです
が、気が付いてみたら、逆に薬にコント
ロールされている自分に気付きました。
朝起きると頭の中はクスリのことで一杯
です。今日はどの様にしてクスリを手に
入れるか！何処で金を作ろうか！朝から
晩までクスリのことが頭から離れません
でした。こんなアディクションの真っ只
中の生活だった様に思い反省させられま
す。もう二度と拘禁生活はしたくありま
せん。この辺で気持ちを変え、考え方を
変え、今迄の自分を捨てて、新しい自分
を作り上げたいと心の底から想う様に成
りました。変わるのなら“今でしょう”今
しかないと心に決め、回復の道を歩んで
行きたいと決心を致しました。まだま
だ、回復途上の自分ですが、最後まで諦
めることなく回復と云う、目標に向かっ
て日々、頑張って歩んで行きたいと思っ
て居ります。 
　一日でも早く、回復した自分の姿を家
族に観てもらいたいし、以前の自分とは
違う自分を、観て欲しいと思っておりま
す。これから、那須での寒い季節を迎え
様として居ます。健康に留意してコロ
ナ、風邪等に負けず元気で頑張ろうと
思って居ます。 
　拙い文章に、お付き合いくださり有難
うございました。 
。 

　　　「ダルクに繋がって一ヶ月」 
                                             依存症のハラ 
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プログラム紹介

編集後記 
今年もあと僅かとなりました。コロナも日本
においては収まりつつあり少しずつ施設も通
常に戻りつつありますが、気を抜かずに年を
越したいと思います。 
来年も栃木ダルクをよろしくお願いします 

編集秋葉

コン・ゲーム 
コンゲーム（con-game)とは、信用詐欺という意味で
す。かつては薬物を使い続ける為に他人や自分自身を騙
す必要がありました。薬物の再使用に至る生活習慣や感
情の流れ、行動と思考パターンの見直しに目を向け、そ
れを変えていくにはどうしたら良いかをブレインストー
ミングやロールプレイン
グ、時には絵を描いたりし
て考え、答えを導いていく
プログラムです。 

エンパワメント・プログラム 
エンカウンター・グループは心理学者のロジャース
が開発したグループカウンセリングの手法です。欧
米でも実践されている治療共同体エンカウンター・
グループをもとに日本で取り入れやすいよう工夫さ
れたものがエンパワメント・グループです。エンパ
ワメント・グループの特徴は、質問とフィードバッ
クです。相手に気づきを与える質問と、その人が気
付いていない肯定的な側面を伝えるフィードバック
が安全な環境の中で行われる事で、グループに参加
する一人ひとりに気づきと回復のための力がもたら
されます
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	NO207.6ページ

